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第1章 総則 
《 危機管理室》  

 計画の目的及び位置付け 
 

こ の計画は、 水防法（ 昭和 24 年法律第 193 号） 第４ 条の規定によ る 指定水防管理団体と

し て の本市が、 市域における 水害を 警戒し 、 防ぎ ょ し 、 軽減する た め、 水防上必要な 事項

について 、 同法第 33 条の規定に基づき 、 広島県水防計画に応じ て 定め、 広島市防災会議に

諮っ て 策定し た 計画で ある と と も に、 災害対策基本法（ 昭和 36 年法律第 223 号） 第 42 条

の規定に基づき 、 広島市防災会議が作成する 広島市地域防災計画の部門計画で ある 。  

 

 計画の内容 
 

第１  基本事項 

こ の計画に定める 水防上必要な 基本事項は、 次のと おり と し 、 こ の計画に定めのな

い事項について は、 広島市地域防災計画の「 基本・ 風水害対策編」（ 以下「 地域防災計

画」 と いう 。） によ る も のと する 。  

１  気象情報・ 水防情報等の収集及び連絡に関する 事項 

２  警戒・ 広報活動、 被害状況等の調査、 応急工作の実施、 水防資機材の整備・ 運用等

水防応急活動に関する 事項 

３  避難情報及び避難場所の開設等避難対策に関する 事項 

４  水防訓練及び教育に関する 事項 

５  そ の他水防活動に必要な 事務に関する 事項 

 

第２  細部事項 

こ の計画を 円滑に運用する た め、 こ の計画に基づく 水防上の諸活動の展開に必要な

細部事項は、 水防組織を 構成する 関係部局において 定めな ければな ら な い。  

 

 用語の定義 
 

こ の計画において 、 次の各号に掲げる 用語の定義は、 そ れぞれ当該各号に定める と こ ろ

によ る 。  

１  水      害   洪水、高潮、豪雨及び津波によ り 生じ る 堤防の決壊、浸水、

がけ崩れ等の被害を いう 。  

２  水 防 組 織   地域防災計画に 定める 災害警戒本部及び 災害対策本部を

いう 。  

３  水 防 要 員   水防組織を 構成する 部局に属する 者で 、 こ の計画における

一連の活動に従事する 者を いう 。  

４  水防上重要な 場所   事前調査に基づき 、水防活動上、特に警戒を 要する と 認め、

指定し た 堤防、 護岸、 溜池、 急傾斜地、 造成宅地等を いう 。  


